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平成２８年度 第２回 

 

 

 

帯広市廃棄物減量等推進審議会 議事録 
（概要） 

 

 

 

 

 

 

日時 平成２９年２月８日（水） 

午後４時～ 

会場 帯広市役所１０階第３会議室 

 

 

 

 

出席委員（１７名）   帯広市（７名） 

  

    
畔 津 委員          川 端  市民環境部長    

五十嵐 委員          梅 村   清掃担当調整監 

石 塚 委員          一 森   指導担当課長 

一ノ渡 委員                  岸 浪  清掃事業課長補佐 

岡 田 委員          高 坂   清掃事業課長補佐 

 梶  委員          西 本  ごみ減量係主査 

木 川 委員                  田之畑  ごみ減量係主任補 

工 藤 委員           

桑波田 委員           

齋 藤  委員                  

佐 藤 委員                

中 川 委員                     

仲 村 委員 

堀 川 委員 

山 崎 委員 

柚 原 委員 

渡 邊 委員 

（19名中 17名出席） 
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・川端市民環境部長挨拶 

・渡邊会長挨拶 

 

   のあと議事に入る。 

 

議事（渡邊会長により進行） 

 

１．平成２９年度一般廃棄物処理実施計画について 

（事務局：高坂課長補佐）説明（資料１） 

 

会長）   ありがとうございました。今、全体として着実に進みながら新年

度も色々な新しい施策が組み込まれた計画だったと思いますけれ

ども、今ご説明をいただきました内容について、皆さんの方から何

か質問ですとか意見とかありましたらご発言いただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。ございませんか。 

 

委員）   昨年、確か一般家庭のキッチンのところで処理出来るごみ処理機、

ディスポーザーの話があったと思うんですが、それについては何も

変わりなく、来年以降は何もやらないというか、結果は無かったこ

とになったということなんですか。 

 

会長）   ディスポーザーの件はどうなったんでしょうか。 

 

事務局）  はい。昨年７月に基礎調査のご説明をさせていただきました。審

議会のご意見を参考にさせていただきながら、検討しています。目

途の最終報告は、主体は下水道から報告させていただきますが、ま

だ確定出来ませんので、次回の審議会の時には方向性等含めてご説

明をさせていただきたいと考えております。 

 

会長）   大きな流れとしてはこの前我々伺った話のとおり推進の方向でと

いうことですね。このことに関連してでも結構ですけど何か他にご

ざいますか。 

 

委員）   スプレー缶とカセットボンベの方の回収の方法が変わる予定だと

いうことでしたけれども、いつぐらいからの予定で計画されている

んでしょうか。 

 

事務局）  スプレー缶・カセットボンベの回収につきましては、今のところ、
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まだ議会等に出ておりませんのであくまでも予定ということで答

えさせていただきますが、７月１日を予定しております。新聞報道

の方で既に出ておりますが、あの内容どおり７月１日から進めさせ

ていただくということで、４月に入りましたら周知の方ですね、広

報ですとか色々な方法を使って市民の皆さんに支障が無いように

始めさせていただきたいと考えております。 

 

委員）   ７月、説明があるまでは従来どおりのやり方をしていた方が良い

ですね。 

 

会長）   捨てる我々の方で穴を開けなくて良くなった時に、収集する側と

いうか、処理場の方で穴を開けるんですか。 

 

事務局）  今回市民に穴を開けさせないで回収をする訳なんですけれども、

十勝リサイクルプラザには、今まで穴を開けていただいてから分別

をしていたんですけれども、そこに穴あけ機械を導入いたしまして、

ごみに関わる１市６町２村で処理機を用意いたしまして、処理をす

るということになります。 

 

会長）   そうすると今回のこの変更っていうのはあくまで市民の安全確保

っていうのが目的ということになるんですね。 

 

事務局）  札幌市で死亡事故があったりですとか、国の方では以前から市民

には穴を開けさせないで回収した方がいいという通知もございま

す。それとまたですね、最近高齢化ですとかお一人暮らしの方が多

くなりまして、穴を開けられないという相談も沢山ありますことか

ら、他の自治体もどんどん穴を開けない方法に切り替えております

ので、帯広市も次年度から穴を開けないで回収したいと考えている

ということでございます。 

 

会長）   ありがとうございました。その他いかがですか、どうぞ。 

 

委員）   新聞によって早とちりして、もう開けなくていいんだと思い、穴

を開けずに出している人が居るっていうのを聞いたんですけど、支

障の程は大丈夫でしょうか。 

 

事務局）  問い合わせも１、２件きておりました。穴を開けていないものに

ついては、十勝リサイクルプラザで選別をする中で処理をしており
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ますので、数的に１日出る量もそう多くはないので、問い合わせに

対しては状況を見ながら対応させていただきます。それからあまり

早く４月に入って周知をすると、今おっしゃったように間違う方が

出てくるので、その辺に十分気を付けながら進めて行きたいと考え

ております。 

 

会長）   ありがとうございます。ただ勘違いする人も居るけど、特に支障

が出ている程では無いということですね。分かりました。その他い

かがでしょうか。 

 

委員）   美加登のことなんですけど、前に視察に行ったときに、結構埋立

がすごく進んでいるなと思ったんですけど、今時点で後何年くらい

もつっていう感じは分かりますでしょうか。 

 

事務局）  池田にあります最終処分場は、２３年から１５年の計画で動いて

います。３７年度まで使う予定でおりまして、実際に埋め立てられ

ている量は計画よりも少ないという風に聞いております。 

 

委員）   それは、今現在減ってきているということですか。 

 

事務局）   はい。計画の数値がありまして、それ以上減ってきていますの

で、まだ余裕があるということです。 

 

委員）   分かりました。 

 

会長）   良い話で良かったですね。その他いかがでしょうか。 

 

委員）   電池なんですけど、電池のリサイクルとかごみの処理っていうの

は自治体によってばらつきがあって、たまたま釧路の電気屋さんに

入った時に、電気屋さんの入り口にボタン電池の番号でこれはここ、

というように全部箱に分けて色々な電池を区分するところがあっ

て、急いでいたものですからその先どういう風に処理したりリサイ

クルしたり、どこかにまとめて送ったりするのか分からなかったん

ですけども、今小型家電とか、コードとかそういった細いものとか

結構分別するのに手間の掛かるようなものもコミセンの回収ボッ

クスとかに入れるようになっていますので、もし電池とかの使い道

があるんだったら、そういうものも回収して、まぁ手間の掛かる話

なんですけども、結構お年寄りの方って未だに電池を入れて聞くラ
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ジオを愛用されている方いて、月に結構電池消費するんですよね。

だから量的にどれ位とか年間どれ位っていうのは全然見当付かな

いんですけども、もしそういうのも使い道があるんでしたら検討い

ただけないかなと思いまして。 

 

事務局）  乾電池とかボタン電池ですね。これが集められてからどういう風

になっていくのかということですけれども、行政回収している部分

では、有害ごみということで燃やさないごみに出してもらって、そ

れを一旦中間処理施設のくりりんセンターで、構成市町村含めて、

溜めてストックしておきます。一定量溜まったら、留辺蘂にイトム

カという工場があるんですけれども、乾電池に関しては全国的にそ

こに集約されてそこで水銀と、後は鉄ですね、側だとか、そういう

ところのリサイクルをしていくという流れになっています。で、販

売店等に置いているボックスについては乾電池ではなくてボタン

電池と充電式電池ですね、リチウム電池。これについては事業者さ

んの方で水銀が入っていないもの、従来の乾電池とは違うものとい

うことで、正確な名称はあれですけれども、乾電池の方の事業組合

のようなものがありまして、その流れのルートでリサイクルをして

いくという流れです。もう一つありました、小型家電の中で一緒に

回収していけばリサイクルもしやすいんじゃないかというお話し

だと思うんですけれども、小型家電と乾電池と行先が違うというこ

ともありますし、取り扱っている業者もまた違うというようなこと

もありますので、現状の中で一括のラインの中で集めてやっていく

っていうのはなかなかちょっと難しいのかなという風に思ってい

ます。 

 

会長）   ありがとうございます。現状として積極的に帯広市でリサイクル

目的で集めようという感じではないということですね。よろしいで

すか。 

 

委員）   私いつも迷うんですが、家で使う電動工具のバッテリーは乾電池

と一緒に出して良いんですか。あれは不燃ごみですか。 

 

事務局）  充電式電池ということで、販売店やなんかで先ほど言いましたけ

ど名称は別として電池協会みたいなところのリサイクルルートに

乗せてもらうということで、市の収集ではなくて販売店のリサイク

ルボックスへということで、現在帯広市では市民の方にはお願いし

ているような状況です。 
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会長）   よろしいですか。その他いかがでしょうか。 

 

委員）   ２ページの可燃ごみの事業系のごみなんですが、２６年から２８

年までずっと上昇傾向にあるんですが、２９年度の排出予想がすご

く下がっているんですが、これは修正するっていうことはあるんで

すか。 

 

事務局）  先ほどご説明いたしましたのは、これは一般廃棄物処理計画の年

度別計画の中の一つでございます。目標を達成するにはですね、最

低このラインを目標にしないと、本当はもう少し下がるということ

になるんですけれども、こういう意味で載せさせていただいていま

す。一般的にみると、無理なんじゃないかなという思いがあると思

いますが、まずはここのラインを目指して取り組んでいかなければ

ならないということで、排出予想量ということにさせていただいて

おります。 

 

会長）   つまり、この２９年度の排出予想量というのは何かの事実に基づ

いた数字ではなくて、一般廃棄物処理基本計画の目標として設定し

た数字だということですね。 

 

事務局）  最終的なリサイクル率ですとか一人一日いくらっていうのがこの

２９年度の排出予想よりももう少し下げていかないと達成出来な

い数字なものですから。 

 

会長）   先ほど説明もありましたように、景気が良くなると増える訳です

からなかなか難しいですよね。よろしいですか。その他いかがでし

ょうか。ございませんか。はい、どうぞ。 

 

委員）   アルミ缶とスチール缶って収集する時はごちゃ混ぜで収集します

よね。僕、以前別々にしないとリサイクルの時困るかなって別々で

捨てていたんですけど、一緒になって捨てて、その後って、くりり

んセンターとか行けなかったので分からないんですけど、何かまた

分別するようなことをされているんでしょうか。 

 

事務局）  袋の中に入っている缶を、リサイクルプラザで人の作業によって

選り分けます。スチール缶とアルミ缶は見分けが付かないのでその

まま缶として選別をいたしまして、機械的に、多分磁気だと思うん
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ですけど、スチールとアルミを分けて梱包するということなので、

一緒の袋に出していただいても大丈夫です。 

 

会長）   ありがとうございます。町内会の資源収集なんかの時は業者さん

の都合に合わせて分けて出したり色々してますけれども、今のとこ

ろ帯広市についてはリサイクルプラザで分けているから一緒に出

していいということですね。その他いかがですか。よろしいでしょ

うか。特に無ければそれでは次の議題に進んで行きたいと思います。

次に今度は議題の２で、一般廃棄物処理基本計画の実施状況と今後

の取組みについて事務局から説明いただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

２．一般廃棄物処理基本計画の実施状況と今後の取組みについて 

（事務局：岸浪課長補佐）説明（資料２） 

 

会長）   ありがとうございました。先ほどの、今年度の実施計画と重なる

部分が多かったところかと思いますが、今の説明のあった内容につ

きまして皆さんの方から質問ですとかご意見ありましたらご発言

ください。いかがでしょうか。 

 

委員）   食品ロスの件なんですけれども、今さかんにマスコミでも言われ

ています賞味期限、消費期限も関係がありますよね。本来の食品ロ

スっていうのはメーカーから出るのが非常に多いんですけど、一般

家庭から出る食品ロスって本当にどれくらいあるのかなというの

がちょっと気がかりになります。その言葉自体は全体を捉えている

言葉なものですから、帯広市で食品ロスって言われているものがど

のくらいあるのかなと。実際にお若い方は味覚がちょっとしっかり

してらっしゃらないので、自分の舌で良いか悪いかの判断はなかな

か出来ないから、書いてある消費・賞味という言葉に踊らされると

いうことが非常にあるらしいんですけれども。管轄が違うかもしれ

ませんけれども、その辺の啓発活動というんでしょうか、そういっ

たことも少しなさるとどうなんでしょうと思うんですけどね。 

 

会長）   ありがとうございます。まずこの食品ロスという言葉は、工場だ

とか生産過程で出るロスも含むんですね。 

 

委員）   含むことになりますよね。この言葉そのものが。 
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会長）   言葉の本来の意味ではそうですね。 

 

委員）   例えばパン屋さんで沢山パンを作って残ったら、ロスになります

ね。だけども本当に一般家庭でそれがどのくらいになるのかなと、

ちょっと疑問ですね。 

 

会長）   ですからそもそもの問題意識として要は一般家庭でどのくらいこ

う無駄になっているのかということですね。それって何か統計だと

かそういうのってあるんですかね。 

 

委員）   ごみの減量のとかも量ありましたよね、一般廃棄物処理実施計画

の中で減らしてますよね、数量として。そことも関わり合ってくる

と思うんですよね。 

 

事務局）  私たちの取組みはですね、家庭系の食品ロスももちろんですが食

堂だとかそういうところの食品ロスについても、周知ですとかして

いかなければならないということで考えてございます。それで、年

に１回ですね、組成分析を毎年行っておりまして、サンプリングと

いうことで一定地域を定めてそこのごみの分析をして、大体生ごみ

が何ｋｇだとか、燃やすごみの中に違うものが入っていないかどう

かとか、毎年行っています。その中で、生ごみの量としては何％と

いう捉え方は毎年しているんですけども、食品ロスについてはどの

位あるよという分析は実は行っていません。というのはですね、な

かなか、家庭の中だとかあるいは事業所の中のものありますし、開

封されていないものが入っていれば、食品で開封されていないもの

の量というのは分かりそうなんです。それも食品ロスになると思う

ので。消費期限が切れたりですとか、あと要らなくなったから投げ

たものですとか。それについては分かる可能性はあるかと思います

が、ただ全体の量を分析するというノウハウですとか、多分どこか

にお任せすると予算がかかるかと思います。今のところちょっとそ

こまではやれてはいないんですけれども、生ごみが全体に何％あっ

て、それがどの位減っていっているのかということを捉えて、食品

ロスの部分も減っていっているのかなというあくまで推測なんで

すが、今のところはそういう風な状態です。 

 

委員）   そうすると、この審議会の中で、２９年度の取組みの中に食品ロ

スを減らす取組みの紹介というタイトルがどうかと思いますね。 
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事務局）  そうですね、実際にどのくらい減ったというのは多分掴めないと

思うんですけれども、生ごみの全体量が減ったということで少し推

進しているのかということを捉えたいと考えていますが、周知の方

法についても例えば賞味期限と消費期限の違いですとか、そういう

ことをお知らせしたりですとか。実は昨年もイベントで配るチラシ

の中でそういったことをお知らせしたり現実にしてございますの

で、そんなことを少しづつ取り組んでいってですね、今のところは

その取組みによって生ごみがどれだけ減っただろうということで

進行状況とか取組みの進み方というのを捉えているのが現状でご

ざいます。 

 

会長）   またしばらく経ったところで成果がどう上がってるかっていうの

を見ないといけないですよね。 

 

委員）   だからこれがタイトルに挙がるということは、そういう成果を見

ないといけなくなるから、このタイトルを挙げてこれをやるのはい

かがなものかと。 

 

事務局）  仕事がかえって増えちゃうかもしれないですね。ただまぁ、生ご

みの中である程度が食品ロスなのは間違いない訳だから、そこが減

れば生ごみ全体も減るだろうっていう考えそのものは妥当だと思

うんですけれども、実際に成果を問われた時に難しいかなと。また

その賞味期限の問題も難しくて、賞味期限切れても食べられるぞと

は言えるけど食べろとは言えない訳ですよね。そこはなかなか難し

いですよね。 

 

委員）   今一番問題になってるんですよね。メーカーの生産量も下げてい

っているということをやっていて、スーパーに納める食品の引き上

げも少し延ばそうとやっているらしいんですけどね。 

 

会長）   もったいないですから、少ないに越したことはないですよね。分

かりました、よろしいですか。 

 

委員）   給食とかそういうものの食べ残しとか、そういうものは調べてい

るんでしょうか。どれ位あるんでしょうか、帯広市で。 

 

事務局）  学校給食の関係だと思いますけど、私どもの方でちょっと数字と

しては押さえてないんですけれども、学校給食としては戻って来た
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ものですとかの集計はしているという風に聞いています。現状学校

給食については戻って来たものと、野菜やなんかの剥いたくずです

とか食べられない部分ですね、これらをリサイクル、飼料、動物の

餌ということでリサイクルしているという風に聞いています。 

 

会長）   給食関係のごみはセンター化されてるから産業廃棄物になるんで

すかね。 

 

事務局）  事業系一般廃棄物ですね。 

 

委員）   レストランとか食堂とかの食べ残しも一般廃棄物ですか。 

 

事務局）  食堂は同じように事業系一般廃棄物ということになりまして、こ

ちらの方はほとんどは許可業者が回収をして、くりりんセンターで

燃やすごみとして処分されているのが現状でございます。 

 

事務局）  付け加えますけれども、大きいスーパーですとか、そういった部

分については、リサイクルルートに乗っている部分も一部あるんで

すけれども、ただ個人の食堂ですとか小さいお店ですとかっていう

と回収に行く側の仕事の関係もありますのでなかなかルートに乗

ってこないというような状況です。 

 

会長）   全体としてのロスを減らすっていうことになると、そういうこと

ももっと考えなきゃいけないということですね。ここの担当かどう

かは別として。それからさっきおっしゃった通りこの食品ロスって

いうもの自体が結構大きな問題ですね。社会全体でロスを減らすよ

うな取組みをしていかないとこれからやっていけないですね。 

 

委員）   今のコンビニのことなんですけど、コンビニさんの販売戦略とし

ては、ロスを出さないと売上が上がっていかないんですよ。消費者

としたら、買い物に行って商品が並んでないっていったら、そこの

コンビニにはもう行かないんですよ。ということは、色々な店でや

っぱり１万円から２万円の間でロスを毎日出していく。１００件あ

ったら、その金額が生ごみとして事業系のごみとしてか分からない

んですけど、出ていくと。販売戦略としてはロスを出すという戦略

なんですよね。それを減らせって言ったら売り上げが上がっていか

ないっていう、そういう悪循環になってくると思うんですが。 
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会長）   事業形態というか、商売のやり方自体がそうやってロスが出る仕

組みになってるんですね。 

 

委員）   消費者としたらやっぱり、行ったら買いたいものが無かったらそ

この店に行かなくなるっていう。 

 

会長）   コンビニとかコンビニの売り方っていうのは、我々使う方は本当

に便利なんですけど、その一方で考えると色々そういう問題が他の

ものでもありますよね。 

 

委員）   友の会の代表で来ているんですけど、その団体では、スーパーで

安くなっているものを買いましょうっていう運動をやっているん

ですね。安くなっているものというか古くなっているもの。やっぱ

りちょっと躊躇しちゃうときもあるんですけど、よく見たら確かに、

表面だけちょっと腐っているだけで、使えるものが沢山あるので、

そういうところを使いましょうって呼びかけをしたりしてるんで

すけど、私もなるべく、なかなか出来ない時もあるんですけど、や

っぱりそういう自分たちの、消費者の考え方を変えていかないと、

市の方からの呼びかけだけじゃなくて消費者、自分たちに結局返っ

てくるのかなっていうのは思いますね。 

 

会長）   結局、食べ物をめぐる世の中の構造自体の問題ですからそんなに

簡単ではないんですけど、少しでも減らすことが出来れば減らす方

向で帯広市の方でも色々努力をしていただいて、減らせるものだけ

は減らせる範囲で減らしたいものだなと思いました。その他いかが

でしょうか、関連することでも結構ですし、ございませんか。そう

しましたらこの一般廃棄物処理基本計画の実施状況と今後の取組

みについて、という部分はこれでひとまず終わりにしまして、今日

は事務局から説明いただくのは以上で全部なんですけれども、その

他ということで、今日話題になったこと以外のことでも何か皆さん

の方から今後の清掃行政とかごみ減量・リサイクルなんかの関係で

ご意見ですとか、何かありましたらご発言いただきたいと思います

が、何かありますでしょうか。ございませんか。先ほども話ありま

したようにこの今期の審議会は今日が最後になりますので、この機

会に最後に一言っていうようなご意見もあればいただきたいと思

うんですけれども、いかがでしょうか。よろしいですか。そういう

ことでしたら、今日も色々なご意見、最後では食品ロスの問題につ

いてなんかも色々ご意見出てきましたので、事務局の方、また帯広
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市の方で我々の話を踏まえて取組みを進めていただけたらと思い

ます。それで、繰り返しになりますけれども、皆さまには２年間、

この廃棄物減量等推進審議会会員として審議をいただきましたけ

れども、今期は今回をもって終了ということになります。それで、

最後ですので何かこの委員会に参加されてこういう感想を持った

とか、あるいはもう一言ご意見こういうのがっていうのがあれば伺

いたいと思うんですが、最後、順番に一言ずついただいてもいいで

すか。そしたら齋藤副会長からどうぞ。 

 

副会長）  私が一番心配したのは各家庭にある木の処理の問題。しかし重点

施策の中でも８番の中に、持って行くと処理してくれると。でもこ

れについてはもうちょっと検討して欲しいなっていう願いを持っ

ています。車やトラックのある人は持って行けるんだけれども、何

もない人は持って行かれない、だから、ある程度近場のところに置

いておいたら集めてもらえるようにすると良いかなという感じは

思っていました。しかし、前向きにこういう取組みというか、そう

いう点では非常にお礼を申し上げなければならないと思っており

ます。色々とお世話になりましてありがとうございました。 

 

会長）   ありがとうございました。この、木のごみの件はこの委員会で毎

回齋藤副会長が色々と意見言われたことがちゃんと反映された例

ですので、他のことでもこの審議会で言ったことがちゃんと帯広市

の方で配慮して実際に実行していただけたというのがすごく嬉し

かったことがいくつかあったと思います。 

 

委員）   参加させていただいて、自分で分からなかったこと知らなかった

ことが大変勉強になりました。後は、先ほどあったスプレー缶とガ

スのボンベを早く実施して欲しいなと思いました。 

 

委員）   ずっと参加させていただいて、今日の資料が一番明確に簡素化さ

れて分かりやすかったなと。昔はとっても分厚い資料で見るのが大

変だったんですけど、段々ね、おやりになる方も私たちに分かりや

すくしていただいて、市の方も進んでいるなと思っております。 

 

委員）   毎回参加して色んな方面から意見が出て、ごみ以外のことも色々

勉強になりました。コンビニの件とか、最近街中なんか新しいコン

ビニが結構増えてますけど、そしたらその分無駄になる食品とかも

増えてきちゃうのかなと思って。フランチャイズだから、裏に企業
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が絡んでるんでちょっと民間の市民とかと絡んで対策するの難し

いかもしれませんけど、何か出来たらいいなと思いました。 

 

委員）   自分は高校生なんで、詳しいことはよく分からないんですけど、

ここで聞いたことっていうのを、両親だったり祖父母に話して、こ

ういう風に今現状なってるんでこういう風にしてってみたいな話

を色々出来たので、本当に狭い範囲かもしれないんですけど、この

ごみ、廃棄物のことに関しては色々話せたかなと思います。で、市

内の小学校とかに、自分も小学校の時に環境学習だとかした記憶も

あるんですけど、こういうことをやっぱりもっと進めて行くことで

子どもから保護者の方に、今日こんなことがあったんだよっていう

風に話してくれると、子どもと大人っていう多くの人がこういうこ

と考える機会が出来るのかなって思うので、是非この環境学習って

いうのをもっとやっていただけたらいいなと思います。 

 

委員）   私も何年間か委員をやらせていただいてるんですが、今期初めて

くりりんセンターに見学に行けたことがすごく僕にはプラスにな

ったと思うので、ありがとうございました。 

 

委員）   高校生なので、環境のことに関わる機会があまり多くなくて、そ

れでこういう委員会で色々聞いたことを同級生とかに話したりす

る機会もあって、そういう面で色々勉強になりました。本当にあり

がとうございました。 

 

委員）   私も何年かやらせていただいて、去年ですか、くりりんセンター

の見学、それからうめ～るセンター美加登の方の見学などをさせて

いただいて、大変貴重だったと思います。本当にありがとうござい

ました。 

 

委員）   家庭系の可燃ごみと不燃ごみが減っているということで、良かっ

たなと思って聞いていました。今日はご紹介無かったんですけれど

も、この間に古布の回収ですとか、家電の方のリサイクルでの回収

とかがおそらく多分量が増えているんじゃないかなという風に思

いますので、そういった取組みも、こういったごみの減量につなが

っているのかなという風に実感いたしましたので、引き続き、先ほ

どありました環境学習の方の取組みも含めて来年度頑張っていた

だきたいと思います。お世話になりました。 
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委員）   今日先ほど最後に話をいただいた三友中央町内会の話が素晴らし

いなと思って、よくよく見ると６８ｔ近いごみというか資源を回収

していて、２０７世帯しか無いのにこんなにも沢山の資源を回収し

ていて、素晴らしいなという風に思いました。回収頻度を見ても、

月１回やってらっしゃるということなので、町内の方たちがきっと

本当にしっかりと取り組んでおられるんだろうなぁという風に思

っていました。ただ、一方ですね、裏側に書いてあるデータを見る

と、最初平成１８年の９，９００ｔの収集の量が７，９００ｔにま

で落ち込んでいると、ただ、団体の数は増えているような感じに見

受けられるので、どうしても１ヵ月に１回で、うちもそうなんです

けど、新聞紙なんか溜まっちゃうとどうしてもすぐ捨てたくなって

しまう方なので、なかなか溜めておくということが無いんですけれ

ども、この三友中央町内会の取組みっていうのは本当に素晴らしい

なと、もっと広報というか広がればいいんじゃないかなという風に

思いました。 

 

会長）   私も町内会やってまして、廃品回収私担当なんですけれども、こ

れやる方は大変なんですよね。でも、今ご意見いただいたように、

こういう取組みの例も広報して、また、ごみ集積場を造るとかこう

いったことについて例えば多少帯広市から支援がいただけるとか

何かあればまたやりやすいところも出てくるかと思いました。あり

がとうございました。 

 

委員）   初めて参加させていただきました。私一応消費者協会から代表で

来ているんですけれども、協会の方でも一緒にリサイクルまつりと

か、古布の回収とかもさせていただいてるんですね。私は協会の方

に入るまでは、古布を回収しているということも知りませんでした

し、ここにも参加させていただいて沢山色んなことを勉強させてい

ただいたので良かったなという風に思っています。去年はですね、

たまたま私小学校の方にも関わっているんですけれど、子ども達と

一緒にごみ収集の分別とかを楽しくさせていただいたので、あれも

本当良かったなと思って、色々なところにお勉強に行っていただけ

たらなという風に思っています。また、森の里小学校でも来ていた

だけたらなという風に思いました。本当に色々勉強させていただい

たので、とても良かったです。ありがとうございました。 

 

委員）   自分も短い期間でしたが参加させていただいてとても勉強になっ

たなってことが多かったんですけれども、自分事業を経営している
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ので、事業系のごみって結構出すなと思ってて、やっぱり家庭ごみ

よりは事業系で投げた方が無責任とまでは言わないんですけど気

楽にごみに出しちゃうということが多いなと改めて実感したんで

すよね。と思うと、ごみを出さないのが一番ですけれども、コンビ

ニの外のごみ箱とかも投げやすいですし、そういうの帯広市の条例

で、外のごみ箱は無くすとかそういうところもやっていいのかなと

思ったし、事業系のごみに関してもっと関税を掛けるとか、そうい

う風に、先ほど景気が良くなってきたかなという話もあったので、

本当に良くなっているのであれば企業から金とってもいいかなと

思ったりもしますし、それで文句言ってくる企業も多分居ないと思

いますし、後は先ほど、A委員や B委員の話でありましたけれども、

小さなコミュニティでの活動っていうのとても大事だと思うので、

幼少期からの環境学習とかっていうのが多分一番ごみ減量に遠巻

きなように見えて一番確実なごみ減量につながるんじゃないかな

と思っていたので、２年前くらいまで幼稚園児対象に職業体験をさ

せるっていう、帯広市のごみ清掃課の方が来てくれてごみの分別の

体験をやってくれてたんですけど、一番実は人気あったんですよね。

子ども達も身近なところなのできっと、積極的に関わるところをも

っともっとやっていただけたらなと思います。 

 

委員）   私は一番印象に残っているのは工場を見学させてもらって、色々

子どもと話したんですけれども、子どもの方が色々先に知ってまし

て、まだまだもっと勉強しなくちゃいけないことがあるなと感じま

した。特に、廃プラとか分けますけども、ちょっと食品が付いてた

り、洗われてなかっただけで、折角回収したのに使い物にならなく

なったりしているということや、後、水切りの重要性、やっぱり重

さでこれデータ取りますから、水切りをしているだけで大分ごみの

量が減るという形なのでその辺の周知をもっとうまくなればいい

なと思いながら、久しぶりに来るとまた自分も忘れてるなと思った

りして、自分自身にとっても良かったと思います。後、アルミ缶と

かスチール缶の潰したものの綺麗さにすごくびっくりして、何かの

建築資材にならないかなとか思いました。以上です。 

 

委員）   私は帯広友の会という会に入ってまして、会では大分前から環境

のことには取り組んでいるんですけれども、私個人としてはあまり、

そんなに熱心にというか、それなりに取り組んでは居たんですけれ

ども、今回こういう会の代表として一応選ばれて来たんですけれど

も、やっぱり詳しいこと色々知ることが出来て、自分自身の生活を
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環境に優しい生活にしていかなければならないなと改めて感じま

した。前も言ったんですけれども、電動生ごみ処理機っていうのは

良いのかなっていうのは今でもちょっと疑問があるんですけれど

も、やっぱり一人一人がやっていくことが結局ごみ減量につながる

んだなということで、色々なことに取り組んでその中で話し合った

りしているんですけれども、その一つ一つをやっていくことがつな

がっていくんだなというのを感じました。今ちょっと水に付けない

ということでやっていることをちょっと紹介したいと思ったんで

すけれども、生ごみを三角コーナーとか、シンクに置かないように

してるんですよね。そこに置くと水がどうしても散ってしまうので、

私たちは新聞とか、ちょっと資源になるものであれなんですけれど

も、そういう紙で袋を作って、直接そこに野菜くずとかを入れるよ

うにしてるとか、本当に小さいことなんですけれども、でもやっぱ

りこれからもそういうのを続けていきたいなっていうのを改めて

思いました。色々勉強させてもらいました。ありがとうございまし

た。 

 

会長）   どうもありがとうございました。私もこの審議会の会長を何期か

させていただいているんですが、今期は皆さん本当に色々ご意見、

感想なんかも沢山言っていただけて、私すごくやりやすくて、出来

ましたということで感謝をしております。また、これからもここで、

市民学生代表で来られている皆さんはここで新しく知られたこと

を色々近所ですとかご家族にも知らせていただいて、ごみの減量に

協力いただけたらなと思います。ご協力いただきましてありがとう

ございました。 

 
 


